
《きよたす 4 月号》 

 

生活支援体制整備事業 

  ほっこり川柳 番外編 

    
 ほっこりした温かい気持ちが地域に広がるよう、日常生活の困り事とボランティア活動
をお題に川柳を募集し、支え合いが身近なことと感じるになれば、という思いを込めて募
集を行いました。今回は、番外編として、惜しくも入選作品には選ばれなかった作品の紹
介と、生活支援コーディネーター特別賞を選びました！ 
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 ・老老は 通る道だと ボランティア（道産大使） 

 ・ありがとう 砂まく爺に 園児達（匿名） 

 ・ボランティア してもされても ほっこりし（アクア舞凛） 

 ・クラブにて オレオレ教え 被害なし‼（ケンヨウ） 

 ・出会いの場 人の繋がり お手伝い（牛歩） 

 
 ・おおそうじ はりきりたいが ようつうで（かこりん） 

 ・おこごとも 高齢難聴 平和なり（匿名） 

 ・雪かきを 少しは手伝え お⺟さん（ジェノサイドサイタマ） 

 ・そうじきの ゴミも自動で すてたいな（虹） 
 

【生活支援コーディネーター特別賞 
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カサつかぬ みがいた電球 かなしそう（かこりん） 

【ここがポイント】 
電球掃除をしたが、高齢になり高いところの掃除

が出来ないため、電球の傘を元の状態に戻すことが

できない様子が、しみじみと伝わってきました。 

：テーマ 日常生活の困りごと】 作品・雅号 


